
*今年度の取り組み状況*

＜努力した点＞
・３年間、コロナ対策として行事の縮小や、保護者の園舎内立入を遠慮していただいていたが、

　人数制限、換気などの工夫をしながら少しずつ以前の生活に戻していくことが出来た。

　　 ・玄関入口での送迎から、保護者が園舎内に入り送迎できるように戻した。

 　　・保育参観、懇談会、スポ－ツデイ、聖劇等、保護者が参加できるようにした。

　　 ・子どもたちの料理活動を再開した。

　　 ・子どもたちの保育園での生活を、毎月動画で配信し、保護者と共有した。

・夕方の保育時間に、落ち着いて安全に過ごすことができるように環境を整えた。

・子育て支援活動において

　京都モンテッソ－リ講師による講演会を開き、家庭でできるモンテッソーリ教育の講演を行った。

　リトミック講演会、交流保育では人形劇の観劇、乳児クラス保育室で在園児との交流を行った。

・実習生の受入（京都モンテッソ-リ実習生、保育専門学校、看護学生）を行った。

＜改善点・課題＞
・日々の子どもの食事の配膳、乳児クラスの手拭きﾀｵﾙ、歯ブラシの使用等を少しずつ戻して

　いけるようにしていく。

・ＩＣＴシステムを導入し、登降園管理を確実に行い、保護者が配布物や行事予定、園からの連絡を

　スム－ズに把握できるようにしていく。
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Ⅰ 1.子どもの最善の利益

の考慮

Ⅱ 1.子どもの福祉を増進

することに最もふさわしい

生活の場

Ⅱ 2.生活と発達の連続性

Ⅱ 3.養護と教育の一体的

展開

Ⅱ 4.環境を通じて行う保

育

Ⅲ 1.家庭と緊密な関係

Ⅲ 2.地域における子育て

支援

Ⅳ 1.健康及び安全の実施

体制

Ⅳ 2.職員の資質向上

Ⅳ 3.運営・管理、社会的

責任


